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さ
る
十
一
月
二
十
八
日
に
内
閣
は
衆
議
院
を
解
散
－
。
十
二
月
三
日
に
は
衆
議
院
議

員
選
挙
が
公
示
さ
れ
、
今
、
活
発
な
選
挙
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
二
月

十
八
日
が
投
票
日
で
す
。
合
わ
せ
て
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

民
主
主
義
に
よ
る
政
治
は
、
私
た
ち
国
民
が
主
権
者
で
す
。
民
主
的
に
国
政
を
発
展
さ

せ
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
有
権
者
の
皆
さ
ん

の
投
票
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
で
ぐ
だ

さ
い
。
な
お
、
投
票
所
の
所
在
地

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

不
在
者
投
票

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
で
、
雲
呑
に
投
票
で

き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
投
｀
ｔ

制
度
が
あ
り
ま
ず
。
不
在
者
投
栗

は
十
七
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
印
鑑
持

参
の
上
、
市
－
所
庁
舎
南
側
プ
レ

投票所―覧

2
2

1
2 2

0

91 81 7
1 61 51 41 31 ク

』
1 1

1
01
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分

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

六
地
蔵
公
会
堂

小
倉
小
学
校
体
育
館

旦
椋
公
会
堂

笠
取
第
二
小
学
校
講
堂

笠
取
小
学
校
講
堂

喜
撰
会
館

菟
道
公
民
分
館

宇
治
小
学
校
体
育
館

木
幡
保
育
所
遊
戯
室

広
野
公
民
分
館

開
公
民
分
館

伊
勢
田
小
学
校
体
育
館

宇
治
市
小
倉
公
民
館
会
議
室

槇
島
保
育
所
碓
戯
室

槇
島
公
民
分
館

白
川
集
会
所

城
南
荘
集
会
所

宇
治
市
職
貝
会
館
大
会
議
室

菟
道
幼
稚
園
遊
戯
室

宇
治
中
学
校
体
育
館

川
束
集
会
所

投
票
所
の
施
設
の
名

宇
治
里
尻
7
1
の
5

六
地
蔵
奈
良
町
3
5
の
1
0

小
倉
町
西
畑
1
3

大
久
保
町
北
ノ
山
1
0
7

炭
山
直
谷
9
1
一

西
笠
取
石
原
2
2

志
津
川
北
組
7
の
2

菟
道
河
原
7
の
1

五
ヶ
庄
三
番
割
2
7

木
幡
東
中
1
0
の
2

広
野
町
西
表
9
4
の
1

開
町
4
4

伊
勢
田
町
井
尻
3

小
倉
町
寺
内
9
1

槇
島
町
南
落
合
1
7
の
2

槇
島
町
北
内
2
4
の
2

白
川
姿
婆
山
1
6
の
ー

神
明
宮
東
8
8

宇
治
下
居
1
3
の
ー

宇
治
妙
楽
川
一
の
1

宇
治
矢
落
6
4
の
ー

宇
治
束
内
2
1
の
乙

所
在
地

4
4

4
3

4
2

1
4 4

0
3
9

3
8

η
’3
6

3
5

3
4

3
3

3
2

1
3 3

0
2
9

2
8

2
7

2
6

2
5

2
4

2
3

区
分

木
幡
中
学
校
体
育
館

明
星
集
会
所

大
開
小
学
校
体
育
館

平
盛
小
学
校
体
育
館

西
小
倉
集
会
所

西
宇
治
中
学
校
体
育
館

槇
島
小
学
校
体
育
館

北
小
倉
小
学
校
体
育
館

緑
ヶ
原
集
会
所

神
明
小
学
校
体
育
館

御
蔵
山
小
学
校
体
育
館

西
小
倉
小
学
校
体
育
館

南
小
倉
小
学
校
体
育
館

青
少
年
文
化
研
修
道
場
第
一
道
場

岡
屋
小
学
校
体
育
館

南
部
小
学
校
体
育
館

西
大
久
保
小
学
校
体
育
館

木
幡
小
学
校
体
育
館

宇
治
高
等
学
校
体
育
館

束
宇
治
中
学
校
体
育
館

小
倉
幼
稚
園
遊
戯
室

大
久
保
小
学
校
体
育
館

投
票
所
の
施
設
の
名

木
幡
内
畑
3
4

明
星
町
―
丁
目
9
の
8
7

広
野
町
大
開
3
5

大
久
保
町
平
盛
9
1
の
3

小
倉
町
南
堀
池
5
2
の
3

伊
勢
田
町
南
山
2
1
の
1

槇
島
町
吹
前
3
5

小
倉
町
堀
池
7
2

広
野
町
新
成
田
2
7

神
明
石
塚
3
2

木
幡
御
蔵
山
3
9
の
4

伊
勢
田
町
遊
田
6
9

小
倉
町
南
浦
4
0
の
ー

五
ヶ
庄
三
番
割
3
4
の
1
5

五
ヶ
庄
寺
界
道
3
7
の
3

五
ヶ
庄
戸
ノ
内
1
5
の
ー

大
久
保
町
旦
椋
2
5

木
幡
赤
塚
4
4

菟
道
谷
下
り
3
1

五
ヶ
庄
池
ノ
浦
3
6
の
1

小
倉
町
南
堀
池
1
0
5

広
野
町
中
島
7
―
―
・

所
在
地

ハ
ブ
ー
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

ま
た
、
病
院
や
参
入
ホ
ー
ム
な

ど
で
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
に
お

ら
れ
る
人
は
、
そ
の
施
設
の
管
理

者
や
職
員
に
申
し
出
了
ｙ
だ
さ
い
。

参
り
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦

斎
場
進
入
路
な
ど
に

1
9
億
6
千
6
百
4
6
万
円
を
計
上

　
宇
治
市
議
心
一
十
二
月
定
例
会

は
、
十
二
月
八
日
か
ら
一
月
十

七
日
ま
で
の
四
十
一
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
で
い
求
ｙ
。
こ
の

定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
六
号
）
案
を
は
じ
め
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴
う

経
費
（
第
五
号
専
決
）
、
早
治
市

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
案
な
ご
十

八
議
案
が
提
案
さ
れ
で
い
未
了
。

今
後
、
各
委
員
m
m
案
等
の

審
議
が
行
り
れ
、
一
月
十
七
日

の
本
会
議
で
議
決
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は

十
九
億
六
エ
〈
百
四
土
八
万
二

千
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
一

般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

は
二
百
八
土
八
億
四
千
五
十
三

万
五
千
円
と
な
り
毒
ｙ
。

　
主
な
事
業
で
は
、
ふ
礒
の
街

づ
く
り
の
先
行
投
資
と
し
て
多

目
的
広
場
用
地
と
小
倉
公
共
用

地
の
取
得
経
費
か
計
上
。
こ
の

他
に
、
市
営
斎
場
進
入
路
の
築

造
費
、
東
宇
治
中
学
校
校
舎

取
得
費
。
笠
取
小
学
校
お
よ
び

笠
取
第
二
小
学
校
の
拡
張
用
地

取
得
費
な
熟
蚕
計
上
。
ま
た
、

牟
吝
保
護
扶
助
費
の
追
加
や
、

新
設
さ
れ
た
宇
治
市
文
化
事
業

推
進
の
た
め
の
竪
器
立
金
も

計
上
し
で
い
ま
す
。

　
債
務
負
担
行
為
と
し
て
は
、

特
餐
老
人
ホ
ー
－
ム
「
宇
治
明
星

園
」
建
設
事
業
資
金
借
入
金
に

対
す
る
元
利
補
給
補
助
費
に
二

億
一
千
四
百
五
土
〈
万
九
千
円

か
計
上
し
て
い
未
了
。

補
正
予
算
案
の
あ
ら
ま
し

（
一
般
会
計
）

▼
宇
治
市
文
化
事
業
登
岱

立
金
（
新
設
）
に
一
億
円
▼
府
営

地
蔵
橋
改
修
工
事
負
担
笠
に
一

千
二
百
五
十
五
万
九
千
円
▼
生

活
保
護
費
の
追
加
に
一
億
五
百

五
十
二
万
円
▼
小
倉
公
共
用
地

取
得
事
業
に
二
億
四
千
’
・
百
十

万
円
▼
仮
称
・
市
民
カ
レ
ン
ダ

ー
発
行
事
業
に
五
百
五
十
万
円

▼
仮
称
・
宇
治
市
斎
場
進
入
路

恒
蛋
業
費
に
五
億
七
千
八
百

四
十
八
万
二
千
円
▼
城
南
衛
生

管
理
組
合
ご
み
処
理
分
担
金
追

加
に
二
千
九
百
八
十
七
万
四
千

傷
病
者
手
帳
夕
持
ち
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
送
に
よ

る
不
在
者
謡
罰
で
今
求
す
。
こ

れ
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
発
行

の
郵
便
昼
証
明
書
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
発
行
済
み
の
郵
便
投

円
▼
水
質
障
害
対
策
事
業
分
担

金
に
二
千
一
八
百
九
十
四
万
八
千

円
▼
笠
取
小
学
校
拡
張
用
地
取

得
事
業
に
六
土
八
百
万
円
▼
笠

取
第
二
小
学
校
拡
張
用
地
取
得

事
業
に
六
千
五
百
万
円
▼
東
宇

治
中
学
校
校
舎
取
得
事
業
に
二

億
五
千
九
百
五
十
四
万
円
▼
多

目
的
広
場
用
地
取
得
事
業
に
四

億
五
千
四
百
万
円
▼
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
経
費
に
二
千
三
百

六
十
万
円

補
正
予
算
案
の
あ
ら
ま
し

（
特
別
会
計
）

▼
宇
治
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
に
一
億
二
千
七
百
五

万
五
千
円
▼
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
に
一
億
三
百
六
十

一
万
二
千
円
▼
宇
治
市
交
通
災

害
共
済
事
業
特
別
会
計
に
八
百

十
五
亙
ハ
沿
一
Ｖ
宇
治
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
に
五
土
八

百
七
十
万
円
。

票
証
明
書
の
う
ち
、
有
効
期
限
が
切
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
確
認
の
上
、
早
目
に
手
続
き
を
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
鴛
爾
紙
の
請
求
は
十
四
日
ま
で
で
す
。

選
挙
公
報

審
査
広
報

選
挙
公
報
と
審
査
公
報
は
十
四

日
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
サ
ン

ケ
イ
、
日
本
経
済
、
京
都
の
各
朝

刊
に
折
り
込
み
示
ｙ
。
新
聞
を
お

取
り
で
な
い
世
帯
に
は
直
接
郵
送

し
ま
す
。
も
し
届
か
な
い
握
は
、

左
表
の
所
へ
取
り
に
行
か
れ
る
か
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
あ
る
場
所

〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公

会
堂
、
北
木
幡
集
会
所
、
御
蔵

山
集
会
所
、
岩
田
書
店
（
御
園

2
0
）
、
木
幡
公
民
館
、
木
幡
保

育
所
、
南
山
簒
戻
、
南
木
幡

集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕
黄
聚
薬
局
（
芝
ノ

東
3
9
）
、
大
和
田
公
心
一
堂
、
西

岡
屋
会
館
、
黄
槃
公
園
事
務
所
、

山
崎
幸
一
さ
ん
宅
（
福
角
2
6
）

〔
黄
道
、
明
星
町
〕
菟
道
公
民

分
館
、
三
室
戸
薬
局
（
丸
山
3
7
）

明
星
集
会
所

〔
志
津
川
・
笠
取
〕
喜
撰
会
館

東
笠
取
簡
易
郵
便
局

〔
宇
治
〕
川
東
集
会
所
、
宇
治

市
民
会
館
、
観
光
案
内
所
、
善

法
隣
保
館
、
市
分
庁
舎
、
市
役

所
受
付
、
若
宮
集
会
所
、
新
半

白
集
会
所

〔
白
川
〕
白
川
集
会
所

〔
神
明
〕
城
南
荘
集
会
所
、
老

人
憩
い
の
家

〔
槇
島
町
〕
槇
島
公
民
分
館
、

東
目
川
公
民
分
館
、
西
目
川
公

民
分
館
、
紫
ヶ
丘
公
民
分
館
、

三
軒
家
公
民
分
館

〔
小
倉
町
〕
小
倉
公
民
館
、
う

さ
ぎ
堂
（
酉
司
8
8
）
、
西
山
集

会
所
、
蓮
池
中
集
と
一
所
、
西
小

倉
集
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕
酉
小
倉
保
育
所
、

砂
田
集
会
所
、
伊
勢
田
公
民
分

館
、
西
宇
治
消
防
分
署
、
名
木

集
会
所

〔
開
町
・
南
陵
町
〕
開
公
民
分

館
、
南
陵
集
会
所

〔
広
野
町
〕
広
野
公
民
分
館
、

広
野
集
会
所
、
緑
ヶ
原
集
会
所

〔
大
久
保
町
〕
西
大
久
保
集
会

所
、
大
久
保
幼
稚
園
、
同
胞
保

育
園

265

投票日は12月18日
衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

も
れ
な
く
投
票
を

投
票
で
き
る

人
　
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
十
九
日

以
前
に
生
次
れ
た
人
で
、
昭
和
五

十
八
年
九
月
二
日
以
前
に
住
民
基

査
履
に
登
録
さ
れ
で
い
番
人
。

　
ま
た
十
一
月
二
十
七
日
以
後
、

宇
治
市
内
で
転
居
し
転
居
届
を
し

た
人
は
転
居
前
の
投
票
所
で
、
九

月
三
日
以
吸
に
市
外
か
ら
転
入
し

転
入
届
を
し
た
人
は
転
入
前
の
投

票
所
で
投
宗
し
で
い
た
だ
全
手
］
。

な
お
、
芦
罫
り
の
場
合
も
前
住
所

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
で
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

投
票
時
間

午
前
七
時
か
早
堡
（
時
ま
で
。

た
だ
し
、
第
1
7
投
票
区
（
笠
取
小

学
校
）
と
第
1
8
投
票
区
（
笠
取
第

二
小
学
校
）
は
午
後
五
時
ま
で
で

す
。

投
票
所

　
促
研
は
、
お
届
け
で
］
る
投
票

整
理
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
も

し
投
票
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
。
あ
る
い
は
紛
失
し
た
り
し
た

場
合
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
で
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
投

▲棄権はやめて、もれなく投票しましょう（12月6日、不在者投票のもよう）

12月補正

予算案
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宇治こころの電話

宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、
複

雑
で
多
様
化
す
る
青
少
年
の
悩
み

奪
ご
理
解
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
牽
め
ざ
し
て
。
宇
治
こ
こ
ろ

の
男
Ｆ
を
開
設
し
で
い
ま
す
。

こ
の
電
話
相
談
活
動
は
、
激
し

ぐ
揺
れ
動
く
現
代
社
会
の
な
か
で
、

温
か
い
心
の
触
れ
合
い
を
通
じ
、

青
少
年
一
人
ひ
と
り
の
心
の
健
康

と
豊
か
な
人
間
性
を
育
も
う
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
に
よ
っ
て
取

匯
組
次
れ
で
い
未
ｙ
。

現
在
九
十
人
の
相
談
員
が
交
代

で
相
談
に
あ
た
っ
で
い
未
了
。

電
話
に
よ
る
対
話
の
中
か
ら
、

青
少
年
は
静
か
に
自
分
舎
見
つ
め

直
し
、
人
間
的
成
長
へ
の
き
っ
か

け
を
つ
か
み
、
自
己
回
復
を
し
て

い
き
示
ず
。
ま
た
、
相
談
員
自
身

皇
日
少
年
の
こ
と
ば
に
耳
か
傾
け

な
が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
い
か
に

生
き
て
ゆ
く
の
か
金
原
―
子
。

▲青少年の健全育成はみんなの願いです（11月13日

青少年非行防止暴力追放住民大会から）

健
全
な
明
日
牽
め
ざ
し
で
い
る

青
少
年
と
あ
な
た
自
身
の
た
め
に
、

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
活
動
に
ご
参

加
ぐ
だ
さ
い
。

相
談
員
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

来
年
一
月
に
開
講
の
養
成
講
座
を

ミ ー ・

・

・

ａ
ｌ
ｌ
ｌ
1
1
1
1
1
1
－
－
―
－
―
Ｉ
Ｉ

全
十
五
回
受
講
し
で
い
た
だ
き
、

訓
練
終
了
後
、
電
話
相
談
員
認
定

委
員
会
で
認
定
し
、
相
談
や
事
業

の
活
動
に
あ
た
っ
で
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
募
集
要
項

　
▼
募
集
期
間
・
：
1
2
月
1
2
日
囲
～

2
8
日
團
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
程
度
▼
対

象
・
：
3
0
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
男
女
▼

日
程
と
内
容
・
・
・
下
表
▼
申
し
込
み

・
・
・
所
定
の
申
込
書
と
応
募
動
機
に

つ
い
て
の
作
文
（
八
百
字
以
内
）
を

添
え
て
、
青
少
年
対
策
室
へ
提
出

を
。
（
青
少
年
対
策
室
）

養成講座の日程ど内容（予定）

月日 講ＩＳ内容 講師

1／10（■Ｍ開講式竃話相談とボランティＴ論
未定

1／13（金）現代社会と桔神衛生の問題 未定

1／17（火）現代人と宗教の意義
ノートルダム中・高女学院杖長

シスターメリ－ドロレス石崎

1／20（金）幼児教育と少年非行との関係奈良女子大学助教授高橋史郎さん

1／27（金）
子どもの人間学（いしめ・いじめられを含む）

竜谷大学教授杉本―義さん

2／3（金）青少年心理と発達行動 同志社大学教授野辺地正之さん

2／10（金）
ヶ―スワーク概論（職業論理を含む）

桃山学院大学教授黒川昭登さん

2／14（火）自殿と危機介入（職業倫理を含む）京都大学カウンセラ－教授石井完一郎さん

2／17（金）心身障害問題とカウンセリング 同志社大学教授住谷磐さん

2／24（4ｒ）カウンセリング概論
京都女子大学カウンセラー助教授

寺川幽芳さん

3／2（金）性問題の概論（1）（基本的性認識）関西性≪育相談所所長黒川義昭さん

3／9（金）性問題とカウンセリング（1）（具体的事例ｍｍ日本性教育学会常任理事今村要道さん

3／16（金）
現代家庭構造と案族関係（ＩＴ．点としての夫婦関係）

甲南女子大学教授宮城宏さん

3／23（金）同和教育と差別の本貿 未定

3／30（金）電話相談とロ－ルプレ－（実習調練）
小林聖．ｌｌ－女学院カウンセラー

池谷允男さん

詳しくは京都労働基準局（雲075－241

－3215）へ（交通労政課）

くらしの資金年末貸付
今月12日から受付

年
末
を
迎
え
、
生
活
に
お
困
り
の
世

帯
に
、
く
ら
し
の
資
金
の
年
末
貸
し
付

け
を
し
ま
す
。

▼
貸
付
金
額
・
：
（
年
間
）
十
万
円
以
内

（
夏
期
と
年
末
を
合
わ
せ
て
）
▼
貸
し
付

け
条
件
…
無
利
子
・
無
担
保
。
返
済
は
、

4
ヵ
月
す
え
置
い
た
の
ち
、
2
0
ヵ
月
以

内
で
▼
貸
し
付
け
対
象
…
生
活
保
護
基

準
の
Ｉ
・
五
倍
以
内
の
収
入
で
、
原
則

と
し
て
冬
期
ボ
ー
ナ
ス
が
な
い
世
帯
。

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
こ
の
資
金
の
貸

し
付
け
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
貸
付
金
の
半
額
以
上
を
返
済
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
▼
申
し
込
み
・
：

最
寄
り
の
民
生
委
貝
さ
ん
に
ご
相
談
の

う
え
、
申
込
書
に
住
民
票
を
添
え
て
、

1
2
月
1
2
㈲
か
ら
2
0
日
㈹
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
へ
▼
貸
付
日
…
1
2
月
2
6
日
㈲
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

カ
ラ
オ
ケ
騒
音
防
止
に
協
力
を

年
末
年
始
か
迎
え
、
飲
酒
す

る
機
会
が
増
え
る
時
期
に
、
カ

ラ
オ
ケ
騒
音
Ｑ
古
情
も
増
加
し

ま
ず
。

お
酒
奮
飲
ん
で
カ
ラ
オ
ケ
で

の
と
目
慢
・
・
・
よ
ぐ
見
か
け
る
光

景
で
す
が
、
歌
っ
て
い
や
ハ
に

は
楽
し
い
カ
ラ
オ
ケ
も
、
近
隣

の
住
民
に
と
っ
て
は
毎
日
の
こ

と
で
大
変
迷
惑
で
す
。

飲
食
店
等
の
営
業
に
伴
っ
て

発
生
す
る
騒
音
は
、
京
都
府
公

害
防
止
条
例
で
規
制
鳶
ぞ
い

ま
す
。
飲
食
店
の
営
業
者
は
も

広
野
中
学
校

校
章
が
決
定

来
年
四
月
、
広
野
町
尖
山
に

會

ち
ろ
ん
、
利
用
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
も
近
隣
の
迷
惑
に
な
る
カ

ラ
オ
ケ
騒
音
の
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
（
環
境
保
全
課
）

深夜営業飲食店の規制基準等

区域の区分
1住専 近商

工業2住専 商業

住居 準工業

規制基準一40ホン 50ホン 55ホン
規ｍ時間 午後10時～翌日午前6時
カラオケ装置等の

使用禁止時間

午後11時ヽ

翌ａ午前61＊
－

ｉｔ）カラオケ装置等の音が外部へもれない構造の店には、この使用制限は適用されません。

開
校
す
る
広
野
中
学
校
の
校
章

が
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
孝
尹
左
四
十

八
人
の
作
品
五
土
ハ
点
か
ら
審

査
に
選
考
し
た
も
の
で
す
。

決
定
し
た
悟
ぽ
、
木
幡
東

中
の
山
崎
功
さ
ん
（
5
3
歳
）
の
作

品
で
、
「
ヒ
ロ
ノ
」
を
図
案
化
、

知
育
、
徳
育
、
体
育
の
三
本
柱

を
ゆ
る
が
ぬ
友
情
と
豊
か
な
心

情
が
支
え
て
い
る
の
か
表
現
し

て
い
ま
す
。
（
学
校
教
育
課
）
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お
知
ら
せ

創
作
教
室

～
し
め
な
わ
づ
く
り
～

お
正
月
に
手
づ
く
り
の
し
の
な

わ
か
飾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
・
・
ｐ
河
谷
苗
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

市
公
民
館
三
階
大
会
議
室
▼
指
導

・
：
宇
治
市
公
民
館
職
員
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
で
1
8
歳
以
上
9
八
▼
定

員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
・
：

教
材
費
百
二
十
円
▼
申
し
込
み
・
・
・

宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－

9
Ｂ
ｃ
2
8
4
）
へ
電
話
か
来

館
で
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

迎
春
準
備
講
習
会

工
夫
を
こ
β
し
た
お
せ
ち
料
理

や
新
春
に
ふ
洽
Ｐ
ｙ
い
生
け
花
で

彩
昨
藍
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
料
理
講
習
会
）

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
2
日
俐
、
午
前

1
0
時
～
午
後
Ｌ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・

木
幡
公
民
館
▼
内
容
…
お
せ
ち
料

理
▼
指
導
・
・
・
料
理
研
究
家
、
寺
崎

ひ
ろ
乎
さ
ん
▼
定
員
…
2
5
人
（
先

着
順
）
▼
費
用
・
：
教
材
費
千
五
百

円
▼
持
参
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

必
ん
、
筆
記
用
具

（
生
け
花
講
習
会
）

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
7
日
脚
、
午
前

9
時
半
1
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡

公
民
館
▼
内
容
・
・
・
正
月
用
盛
ひ
花

▼
指
導
・
・
・
木
幡
公
民
館
、
藤
川
尚

子
社
会
教
育
指
導
員
▼
定
員
・
・
・
2
5

人
（
先
着
順
）
▼
費
用
・
・
・
教
材
費

二
千
五
百
円
▼
持
参
品
：
生
け
花

用
は
＞
Ｍ
’
ビ
ニ
ー
ル
ふ
ろ
し
き
、

筆
記
用
具
。

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
教
材

費
忿
序
汽
て
木
幡
公
民
館
（
木
幡

内
畑
3
4
1
7
豊
⑩
1
2
9
0
）
へ

来
館
で
。
（
木
幡
公
民
館
）

市
町
村
対
抗
リ
レ
ー

宇
治
代
表
選
手
を
募
集

来
年
三
月
に
行
ｐ
れ
る
「
府
民

ト
リ
ム
の
つ
ど
い
」
で
の
市
町
村

対
抗
リ
レ
ー
に
出
學
葛
代
表
選

手
夕
募
集
し
示
ｙ
。

▼
参
加
資
格
・
・
・
昭
和
5
9
年
3
月

2
0
日
現
在
で
1
5
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
人
（
陸
上
競
技
協
会
登
録
者

は
除
く
）
▼
選
手
選
考
今
・
・
1
2
月

1
7
日
出
、
午
後
ｌ
時
Ｉ
4
時
▼
申

し
込
み
・
：
1
2
月
1
5
日
團
ま
で
に
市

民
体
育
課
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

国
民
年
金

ご
加
入
を

国
民
年
金
は
、
老
後
の
牛
居
保

障
の
た
め
に
社
会
全
体
が
協
力
し
。

国
が
責
任
か
も
っ
て
運
営
し
て
い

る
制
度
で
す
。

老
後
の
妾
護
計
の
糧
で
あ
る

年
金
に
つ
い
て
は
、
若
い
時
か
ら

真
剣
に
考
え
て
お
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
他
の
公
的
年
金
制
度
に
未

加
入
の
人
は
、
今
す
ぐ
国
民
年
金

に
加
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
に
は
、
老
齢
年

金
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
条
件
の

も
と
に
支
給
さ
れ
る
次
の
よ
ラ
な

年
金
が
あ
り
季
子
。

最低賃金が改定
10月24日か
ら時間額426円

日額3，404円

（いずれも京都府南部）

障
害
年
金
・
：
加
入
期
間
中
に
病

気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
時

に
支
給
。

母
子
年
金
・
・
・
加
入
者
で
あ
る
妻

が
夫
と
死
別
し
、
十
八
歳
未
満
の

子
が
あ
る
時
に
支
給
。

遺
児
年
金
…
加
入
者
で
あ
る
父

ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
時
、
十
八

歳
未
満
の
遺
児
に
支
給
。

こ
の
ほ
か
、
寡
婦
年
金
や
準
に

子
年
金
が
あ
り
未
丁
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
年
金
の
支
給
に
は
。
一
定

期
間
保
険
料
か
納
め
て
い
る
か
免

除
か
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
詳
し
ぐ
は
、
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
豊
⑩
1
1
4
1
内
線

2
9
9
）
へ
（
保
険
年
金
課
）

年
の
瀬
も
お
し
つ
ま
り
何
か

と
気
ぜ
わ
し
ぐ
感
じ
ま
す
が
、

こ
の
時
期
は
火
気
を
多
く
使
用

す
る
う
え
、
一
般
的
に
は
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
警
火
心
が
低

下
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や

不
注
意
で
火
災
か
招
い
て
し
ま

い
未
了
。

消
防
署
で
は
、
十
二
月
十
日

か
ら
「
無
火
災
で
過
ご
そ
う
年

末
年
始
し
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

火
災
に
よ
る
人
命
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
、
火
災
予
防
運

動
鳶
強
化
し
て
い
季
ｙ
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
一
人
ひ

と
紅
が
一
層
防
火
の
認
識
を
高

め
、
無
火
災
で
明
る
い
お
正
月

夕
迎
え
ま
し
ょ
う
。

⑤

火
対
策
盈
二
度
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

《
暖
房
器
具
の
防
火
四
チ
エ
″

ク
の
実
践
）

①
場
所
は
危
険
で
な
い
か
。

こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
の
防
－
カ
ー
テ
ン
や
燃
え
や
す
い

火の元点検励行を
｀
―
―
―
自
―

も
の
の
果
ぽ
、
部
屋
の
出
入

ロ
、
換
気
の
悪
い
と
こ
ろ
で

は
使
用
し
な
い
Ｉ

②
器
具
は
安
全
か
。

③
使
い
方
は
正
し
い
か
。

－
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
か

時
ど
き
確
認
を
し
、
ま
た
、

火
が
つ
い
た
ま
ま
竹
痔
ち
運

び
を
し
な
い
Ｉ

④
後
始
末
は
完
全
か

《
外
出
す
る
時
は
し
っ
か
昨
ぷ
ハ

の
元
点
検
）

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
の

電
源
夕
切
っ
た
か
確
認
。

Ｏ
ガ
ス
の
元
栓
を
必
ず
し
め
る
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
後
始

末
は
完
全
か
確
認
。

（
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
》

《
子
ど
も
の
火
遊
び
は
さ
せ
な

い
》

（
消
防
本
部
）

師
走
に
入
っ
た
六
日
朝
、
市
役

所
玄
関
前
花
壇
の
ソ
テ
ツ
に
コ
モ

が
巻
か
れ
ま
し
た
。

植
木
屋
さ
ん
の
鮮
や
か
な
手
な

み
で
五
本
の
ソ
テ
ツ
は
、
吏
逆

く
間
に
す
っ
ぽ
り
と
暖
か
な
オ
ー

バ
ー
姿
。
こ
の
季
節
が
や
っ
て
来

る
と
も
ラ
す
ぐ
お
正
月
・
・
・
。

ソテツも冬装束（市役所前で）

電話相談員3期

生を募集

冬
ご
も

り

く
ら
し
と
防
災

●
外
出
す
る
と
き
は
も
う
一
度
火
の
元

点
検

宇治こころの電話

0774－24－0800

－ － ・ － － － － － － － － － －

ご
み
・
し
尿
の

年
末
年
始
の
特
別
収
集

ご
み
・
に
柴
の
年
末
特
別
収
集

は
、
十
二
月
二
十
三
日
幽
か
ら
行

い
ま
ず
。
詳
し
ぐ
は
、
市
政
だ
よ

り
十
二
月
二
十
一
日
号
で
お
知
ら

せ
ト
￥
チ
。
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